
筑
前
國
井
原
登
見
鏡
片
の
複
原

梅
　
原

末
　
　
治

　
　
　
　
　
　
［

　
天
明
年
間
（
西
紀
一
七
入
一
－
一
．
七
入
八
）
に
筑
前
國
糸
島
郡
恰
土
村
弁
原
で
登
見
せ
ら
れ
た
多
数
の
古
鏡
は
、
同
郡

三
雲
、
筑
紫
郡
須
玖
の
出
土
品
と
共
に
甕
棺
内
に
埋
葬
せ
ら
れ
た
顯
著
な
例
と
し
て
、
も
と
黒
川
郡
庫
に
あ
っ
た
青
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駄

種
信
の
『
筑
前
國
恰
土
郡
三
雲
村
所
掘
古
器
圖
考
』
が
故
高
橋
博
士
に
依
っ
て
學
界
に
紹
介
せ
ら
れ
て
以
來
、
常
に
注
意

に
上
っ
て
み
る
慮
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
性
質
の
一
班
ま
た
大
正
七
年
に
故
富
岡
先
生
が
「
九
州
北
部
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

る
銅
創
銅
鉾
及
び
彌
生
式
土
…
器
と
俘
出
す
る
古
鏡
の
年
代
に
就
い
て
」
な
る
論
文
中
に
於
い
て
漢
の
盛
時
に
属
す
る
こ

と
を
考
謹
せ
ら
れ
て
以
來
異
論
を
見
な
い
で
、
略
ぽ
明
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
。
さ
り
乍
ら
右
の
青
柳
氏
の
著
書
は
題

名
が
そ
れ
を
如
實
に
物
語
っ
て
み
る
如
く
、
文
政
五
年
（
西
紀
一
入
二
二
）
に
三
雲
村
で
獲
見
し
た
遺
物
を
記
述
の
主
な

毎
期
と
し
、
井
原
の
掛
土
品
を
附
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
爲
に
、
登
見
の
古
鏡
数
十
と
云
ふ
に
も
か
、
は
ら
す
、
記
事

簡
に
、
載
す
る
と
こ
ろ
の
鏡
片
の
模
寓
圖
ま
た
五
片
に
過
ぎ
な
い
。
で
井
原
登
見
鏡
㊨
全
般
の
性
質
を
知
る
に
は
、
よ

し
そ
れ
等
が
同
一
の
特
徴
を
具
へ
て
る
る
黙
か
ら
推
測
は
出
來
る
と
し
て
嵐
、
、
固
よ
り
充
分
と
は
云
ひ
難
い
も
の
で
あ

っ
た
。
庭
が
一
昨
年
九
月
我
が
京
都
帝
國
大
壷
文
學
部
考
古
學
澱
室
の
事
業
と
し
て
、
島
田
貞
彦
震
が
主
と
な
っ
て
須

　
　
　
　
筑
脆
阿
圃
剛
北
部
原
脚
役
町
兄
蝋
片
の
複
原
　
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　

第
三
號
　
　
　
一
二
山
ハ
九

（29）



　
　
　
　
筑
前
國
井
原
獲
見
雪
片
の
麹
原
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
錦
三
號
　
　
三
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圧
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

玖
の
甕
棺
窯
跡
の
登
記
を
行
ふ
た
事
が
」
の
機
縁
を
な
し
て
、
、
其
の
報
告
の
公
刊
を
見
た
昨
年
、
編
岡
の
地
で
新
た
に

同
じ
青
柳
氏
の
『
柳
園
古
翠
緑
考
』
な
る
冊
子
の
遺
存
が
注
意
に
上
り
、
有
吉
憲
彰
氏
の
特
志
で
、
其
の
五
十
部
限
定
出

　
　
　
（
四
）

版
を
見
て
、
こ
、
に
ゆ
く
り
な
く
略
如
上
の
閾
階
を
補
足
す
べ
き
新
資
料
に
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
此
の
新
出
の
『
柳
建
仁
器
愚
考
』
の
性
質
に
就
い
て
は
同
書
に
附
し
た
森
本
六
爾
君
の
解
説
に
は
殆
ん
ど
鰯
れ
る
ど
こ

ろ
が
な
く
、
た
“
著
者
の
自
筆
本
と
あ
る
の
み
に
過
ぎ
な
い
が
、
録
す
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
「
恰
土
郡
三
雲
村
所
掘
出

右
器
圖
考
」
「
同
骨
弁
原
村
所
掘
出
古
鏡
圖
考
」
「
志
摩
郡
誓
願
寺
藏
呉
越
王
塔
考
」
の
三
者
に
亙
っ
て
其
の
一
は
恰
も
、

黒
川
本
と
同
一
の
表
題
に
な
っ
て
み
る
。
し
か
し
内
容
を
槍
す
る
と
黒
川
本
は
右
の
第
一
第
二
の
爾
者
を
含
ん
だ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

で
再
者
を
封
校
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
『
柳
園
古
軍
略
考
』
は
初
稿
本
と
も
云
ふ
べ
く
、
黒
川
本
は
文
政
五
年
初
秋
と
同
〇

六
年
四
月
と
に
書
か
れ
た
前
者
を
後
輿
月
に
し
て
纒
め
て
…
篇
と
な
し
若
干
の
難
解
を
行
っ
た
定
本
と
見
る
べ
き
も
の

な
の
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
て
同
書
載
す
る
「
同
郡
井
原
村
所
掘
出
古
鏡
圖
考
」
の
記
事
は
や
は
り
輩
簡
で
あ
る
が
、

　
　
右
古
鏡
破
確
者
撒
百
片
其
員
不
可
悉
蘇
之
但
以
紐
算
之
則
費
有
一
者
鰍

な
る
黒
川
本
に
見
え
な
い
重
要
な
記
載
と
共
に
、
鏡
片
の
拓
影
三
十
除
を
望
め
て
み
て
、
圖
考
な
る
名
に
背
か
な
い
も

の
で
あ
り
、
こ
の
拓
影
に
依
っ
て
井
原
の
出
土
鏡
考
査
を
新
に
す
べ
く
、
其
の
性
質
の
爲
に
｝
層
明
確
の
度
を
加
ふ
べ

き
こ
と
が
一
見
し
て
察
知
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
嘗
て
赦
富
岡
先
生
の
補
助
と
し
て
三
雲
井
原
等
の
出
土
鏡
の
調



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

査
に
從
ひ
、
ま
た
近
く
は
中
山
慰
學
博
士
の
駿
尾
に
附
し
て
須
玖
出
土
鏡
の
復
原
研
究
を
試
み
な
ど
し
て
、
甕
棺
壁
土

の
鏡
に
就
い
て
は
淺
か
ら
ぬ
因
縁
を
持
つ
。
で
本
書
を
手
に
す
る
と
共
に
戚
々
の
赴
く
ま
、
に
、
須
玖
の
例
に
倣
っ
て

破
片
か
ら
原
形
を
推
し
、
其
の
牲
質
に
論
及
し
て
見
た
。
か
く
て
得
た
の
が
此
の
小
編
で
あ
る
。
い
ま
本
誌
の
徐
臼
を

借
っ
て
こ
れ
を
公
に
す
る
に
當
り
、
右
の
新
資
料
を
見
出
さ
れ
、
且
つ
私
の
復
原
に
際
し
必
要
な
原
町
眞
を
提
供
さ
れ

た
有
吉
氏
に
封
し
て
先
づ
謝
意
を
表
し
た
い
Q

　
（
註
一
）
此
の
黒
苅
本
に
不
幸
に
も
踊
東
大
震
災
の
際
に
焼
失
し
て
し
ま
つ
れ
。
で
い
ま
遺
っ
て
み
ろ
の
匡
爲
本
の
み
で
あ
ろ
。
京
都
郡
國
大
學
考
古
畢

　
　
研
究
毅
皆
第
＋
一
雨
に
附
載
し
表
同
書
は
富
嗣
氏
藏
の
爲
本
の
下
篇
を
底
本
と
し
六
も
の
で
あ
る
。
両
し
て
泓
の
黒
川
本
の
原
本
よ
り
受
け
表
印
象
か

　
　
ら
す
う
と
そ
れ
は
『
柳
園
宵
器
略
考
』
と
同
一
人
の
筆
と
し
て
孕
り
が
な
い
と
思
ふ
。

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

『
考
古
學
雑
誌
』
第
入
巷
第
九
號
所
載
及
富
岡
氏
の
慧
著
『
古
鏡
の
研
究
』
所
牧

島
田
貞
彦
欝
『
筑
前
須
玖
史
前
窯
跡
の
研
究
』
（
京
都
帝
國
大
桑
丈
學
部
考
古
學
研
究
報
告
第
十
一
溺
）
滲
照

昭
篇
五
年
十
｝
月
福
隅
東
西
丈
化
祉
爾
版
。
破
璃
版
の
贅
急
な
照
照
物
で
あ
ろ
Q

識
三
の
報
皆
書
附
載
の
拙
稿
「
須
玖
岡
本
獲
見
の
賓
鏡
に
就
い
て
」
参
照
〇

　
　
　
二

（31）

　
先
づ
考
察
の
基
本
に
な
る
と
こ
ろ
の
右
の
『
井
原
村
所
掘
出
古
鏡
圖
考
』
の
説
明
か
ら
入
る
に
、
こ
れ
は
「
同
郡
井
原

村
所
露
出
古
鏡
圖
」
な
る
扉
に
は
じ
ま
っ
て
最
初
に
獲
見
に
貢
す
る
表
裏
｝
枚
の
記
事
が
あ
り
其
の
図
り
に
交
政
ふ
ハ
年

四
月
な
る
草
稿
の
年
時
が
見
え
、
次
C
四
枚
、
帥
ち
出
版
本
の
頁
付
で
は
二
十
一
頁
か
ち
二
十
四
頁
に
亙
る
鏡
立
の
拓

影
を
載
せ
た
主
要
部
が
來
て
、
末
尾
に
上
野
の
鉦
の
数
を
書
い
た
二
行
の
記
事
を
添
へ
、
な
ほ
別
に
所
謂
巴
形
銅
羅
の

　
　
　
　
　
筑
晶
別
國
　
勢
原
獲
㎞
兄
…
號
片
の
篇
μ
原
｝
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　

第
ヨ
一
號
　
　
　
瓢
ず
七
一



　
　
　
　
筑
前
國
井
原
護
見
鰭
踊
片
の
複
一
原
　
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
晶
ハ
巷
　

第
一
二
號
　
　
　
三
七
二

圖
一
枚
を
附
し
て
あ
る
。
右
の
う
ち
は
し
め
の
記
事
は
大
粟
黒
川
本
の
最
初
の
部
分
に
相
當
し
て
、
彼
に
見
ゆ
る
考
誰

な
ど
の
な
い
軍
な
る
事
實
に
間
す
る
記
載
の
み
で
あ
っ
て
、
其
の
第
一
行
か
む
こ
行
に
亙
り
重
復
し
た
宇
句
を
訂
正
し

た
黙
な
ど
の
見
ゆ
る
も
の
。
虜
が
次
の
圖
示
の
鏡
片
に
至
っ
て
は
黒
川
本
が
や
、
大
形
の
破
片
五
個
を
一
枚
に
締
め
て

み
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
奏
し
て
、
四
枚
の
表
裏
に
多
数
の
片
を
載
せ
て
う
ち
に
小
片
を
含
む
と
は
云
へ
、
示
す
と
こ
ろ

の
総
数
が
前
者
の
七
曲
に
上
っ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
而
も
そ
れ
等
が
模
寓
で
は
な
く
、
實
物
か
ら
の
面
影
で
あ
る
瓢

が
、
資
料
と
し
て
の
新
し
味
と
儂
値
と
を
高
め
る
も
の
と
云
っ
て
よ
い
Q
尤
も
是
第
の
拓
影
は
今
日
普
蓮
に
行
は
れ
て

る
る
水
食
法
に
依
つ
だ
も
の
で
は
な
《
し
て
、
釣
鐘
墨
で
面
を
磨
翻
し
た
不
充
分
な
類
な
の
で
、
原
形
を
正
し
く
傳
へ

て
る
す
、
特
に
銘
文
な
ど
の
場
合
に
於
い
て
そ
れ
の
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
拓
者
の
補
筆
を
そ
の
上
に
見
出
す
な
ど
し

て
、
本
章
の
儘
の
正
確
な
類
と
は
云
ひ
難
い
が
、
兎
も
角
も
井
原
出
土
の
鏡
立
の
面
影
を
磁
歪
に
傳
ふ
る
も
の
と
し

て
、
兼
て
其
の
数
量
の
多
い
こ
と
が
ま
た
研
究
の
上
に
有
難
い
の
で
あ
る
。

　
い
ま
右
の
三
十
五
個
を
数
へ
る
破
片
の
拓
影
を
通
蔵
す
る
際
注
意
に
上
る
の
は
其
の
各
の
う
ち
に
重
出
す
る
拓
影
の

存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
帥
ち
第
二
主
真
難
業
蝶
駿
碓
）
表
の
右
の
「
片
は
第
二
＋
二
頁
の
笙
の
馬
首
と
同

「
な
の
を
は
じ
め
、
百
薬
の
こ
片
の
う
ち
の
一
ま
た
同
じ
で
あ
る
が
如
き
、
第
二
十
二
頁
裏
の
右
上
の
一
片
と
同
…
の

拓
影
を
第
二
十
四
頁
の
表
左
の
第
二
段
に
存
す
る
な
ど
其
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
記
の
手
拓
法
の
不
充
分
か
ら
原

物
を
少
し
で
も
正
し
く
傳
へ
ん
と
し
た
拓
者
が
同
じ
も
の
を
繰
返
し
て
試
み
た
結
果
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
・
從
っ
て

（32）



黒
川
本
に
大
形
の
五
個
の
み
を
録
す
る
こ
と
の
、
是
等
の
圭
要
な
も
の
に
選
揮
を
加
へ
た
に
依
る
と
し
て
、
埋
れ
か
ら
本

書
を
同
書
の
基
く
初
稿
本
と
す
る
婦
結
が
ま
た
考
へ
ら
れ
る
Q
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
三
十
五
掴
の
拓
影
か
ら
仔
細
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
）

か
、
る
重
復
の
片
を
調
べ
出
し
て
見
る
と
、
・
九
個
を
数
へ
る
か
ら
」
同
書
の
載
す
る
片
は
そ
れ
だ
け
を
全
数
か
ら
除
い

た
も
の
に
外
な
ら
澱
が
、
中
で
一
つ
の
拓
影
印
ち
第
二
十
一
頁
の
右
下
の
分
に
不
用
意
に
も
別
個
の
片
を
同
じ
も
の
と

見
て
手
拓
し
て
あ
る
の
で
、
結
局
二
十
七
個
の
片
が
井
原
揖
土
の
古
鏡
片
と
し
て
新
π
に
考
察
を
加
へ
る
資
料
と
な
る

わ
け
で
あ
る
。
師
ち
そ
れ
は
黒
川
本
所
載
の
五
片
に
五
倍
以
上
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。

　
私
の
形
の
複
原
乃
至
性
質
の
考
査
は
右
の
二
十
七
個
の
破
片
を
取
っ
て
、
各
の
示
す
文
様
や
銘
文
の
書
膿
の
異
同
を

槍
し
、
そ
れ
に
大
さ
を
考
量
し
て
、
先
づ
導
き
出
し
得
る
飛
脚
を
確
め
、
然
る
後
輩
來
の
知
見
か
ら
し
て
、
其
等
の
性

質
を
放
へ
た
の
で
あ
っ
た
。
其
の
結
果
、
個
数
で
は
十
八
面
と
云
ふ
、
青
柳
氏
の
記
し
て
み
る
鉦
数
二
十
一
に
近
い
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
Y

字
を
得
た
し
、
ま
π
其
等
は
大
き
く
は
す
べ
て
所
謂
方
眼
規
勉
四
書
鏡
の
範
疇
に
入
る
も
の
な
が
ら
、
う
ち
に
種
々
の

類
を
傷
む
こ
と
並
に
其
の
詳
し
い
性
質
を
確
め
得
た
。
而
し
て
二
弼
の
王
葬
鏡
と
推
定
し
得
る
も
の
を
見
出
し
た
こ
と

は
本
慰
跡
の
上
限
を
確
定
す
る
も
の
と
し
て
淫
出
す
べ
き
で
あ
る
Q
以
下
項
を
改
め
て
既
に
知
ら
れ
た
堂
廊
之
始
な
る

銘
を
持
つ
鏡
か
ら
は
じ
め
各
に
つ
い
て
の
記
載
を
試
み
、
其
の
考
査
の
概
要
を
記
す
る
こ
と
に
す
る
Q

　
（
註
「
）
此
の
拓
影
の
重
嘉
し
て
み
る
九
個
ぽ
二
二
頁
の
表
裏
の
全
部
八
片
と
二
三
頁
の
左
上
の
一
片
と
で
あ
る
Q
な
ほ
其
の
個
々
に
就
い
て
に
次
項
の

　
　
各
の
解
説
の
條
に
註
記
す
る
で
あ
ら
う
O

　
（
二
）
　
此
の
方
格
規
矩
耳
払
鏡
な
ろ
窮
鼠
に
．
原
田
淑
人
氏
の
夙
に
用
ひ
ら
れ
俗
礼
呼
に
從
つ
カ
も
の
で
、
其
の
示
す
形
式
穴
る
や
、
我
が
一
部
學
者
の
云

　
　
　
　
筑
前
醐
井
凍
三
見
鏡
片
の
複
療
（
梅
畷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
＋
六
巻
第
三
號
　
＝
一
七
三

（33）



　
　
　
　
筑
前
國
井
原
獲
見
鏡
片
の
複
原
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
魯
　
第
三
號
　
　
三
七
四

　
　
ふ
T
・
L
・
V
鏡
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
三

　
一
　
流
雲
交
黍
言
四
帥
鏡

　
此
の
鏡
は
銘
句
の
初
の
見
ゆ
る
一
片
が
黒
川
本
に
牧
め
ら
れ
て
る
る
の
で
、
夙
に
故
富
岡
先
生
に
依
っ
て
其
の
存
在

と
性
質
と
が
説
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
新
資
料
で
は
破
片
四
個
を
載
せ
、
う
ち
扁
の
重
出
を
墜
も
応
仁
（
舞
頒

二乱

^戴

ﾌの
J
郁
、
）
と
な
っ
て
、
遺
存
部
は
ほ
“
全
形
の
宇
ば
に
近
く
、
所
謂
T
・
L
・
V
字
形
の
間
に
配
す
る
繋
縛
の
如

き
も
白
虎
の
形
な
ど
よ
く
見
ら
れ
る
Q
富
岡
氏
は
『
博
古
圖
録
』
懇
こ
十
八
の
初
に
録
し
た
一
丁
並
に
大
阪
上
野
南
、
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

都
桑
名
氏
廟
所
藏
の
類
品
か
ら
其
の
性
質
を
推
さ
れ
た
が
、
い
ま
銘
交
の
黙
を
主
と
し
て
放
へ
る
と
、
本
例
は
『
博
古

二
言
』
に
見
る
が
如
き
長
文
の
紅
筆
の
も
の
で
ば
な
く
、
其
の
字
間
の
工
合
ま
た
上
野
氏
の
そ
れ
と
も
蓮
っ
て
み
る
。

こ
れ
と
最
も
酷
似
し
だ
逡
物
は
蓋
し
『
奇
鱗
室
吉
金
文
勢
』
憲
十
五
嘉
す
る
「
翼
長
宜
子
孫
鏡
↓
こ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と

の
封
照
か
ら
右
の
三
片
の
原
位
遣
を
明
瞭
に
な
し
得
る
上
に
、
銘
の
全
交
を
も
推
定
せ
ら
れ
る
。
尤
も
愚
心
源
は
其
の

銘
文
を
回
し
て
　
　
　
　
　
　
・

　
　
ゆ
　
　
　
　
　
リ
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
り
　
　
　
む

　
　
出
木
君
之
紀
四
鏡
如
蓋
龍
左
左
白
虎
虎
右
長
宜
孫
子

と
な
し
「
漢
鏡
多
有
語
句
認
奪
乃
生
湊
成
文
者
此
類
是
也
」
と
云
ウ
て
る
て
、
初
の
旬
を
暴
言
之
紀
と
は
護
ん
で
み
な
い

破
片
に
見
ゆ
る
字
句
は
種
信
の
補
筆
が
誤
っ
て
、
爲
に
不
明
に
し
た
黙
は
あ
る
が
、
大
落
上
引
交
中
の
⑳
を
附
し
た
部

（34）



分
に
當
っ
て
み
る
様
に
思
は
れ
る
（
第
一
撃
屡
照
）
。
但
し
本
鏡
は
因
原
し
た
内
涯
の
規
矩
形
の
配
布
か
ら
推
す
と
全
文（大一分二）影拓鏡較比ぴ及形原複鏡紳四言黍見獲原井　圖一「第

は
い
ま
少
し
な
が
く
孫
子
で
絡
つ
π
も
の
で
な
か
っ
た
ら
う
。
此
の
黍
言
鏡
の
銘
に
就
い
て
は
最
近
水
谷
悌
二
郎
氏
が

『
古
鏡
銘
考
羅
』
を
著
し
て
、
全
文
を
次
の
如
く
羅
し
て
み
る
。

　
　
　
　
筑
前
國
井
原
獲
見
三
無
の
強
弱
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
三
號
　
　
三
七
五

（t），r））



’

な
ほ
破
片
ス
羅
頒
衷
）

　
　
　
　
　
　
弓

を
載
せ
て
あ
る
。
此
の

鏡
同
じ
旧
格
規
矩
四
紳

鏡
野
ら
、
鳥
総
に
配
し

た
規
矩
形
は
軍
に
T
字

形
の
み
で
、
そ
れ
と
銘

帯
の
内
圏
と
の
間
に
四

棘
を
比
較
的
大
き
く
表

は
し
た
式
に
属
し
、
外

匿
を
飾
る
草
葉
形
唐
草

　
　
　
　
筑
前
國
井
原
獲
見
鏡
片
の
三
原
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
六
巻
第
三
號
　
三
七
六

　
　
黍
言
之
紀
造
籍
瀟
㌫
被
譲
左
灘
ノ
左
白
轟
轟
識
墨
書
華

　
二
　
漢
草
葉
文
帯
四
紳
鏡
　
〔
第
二
圖
の
①
〕

　
本
底
ま
た
黒
川
本
に
割
合
に
大
き
い
破
片
の
圖
を
掲
げ
て
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
新
出
の
書
に
は
同
じ
拓
影
の
重
出

（二

�
ﾅ
表
の
左
上
）
の
外
に
　
　
　
，
　
・
斗
　
　
　
，
・
ま
“
ゲ
醐
｛
．
．
、
　
，
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
し．

懸
．

‘

‘
馳
，
．
．
畔
回

4

（大一分二）　（一心）　影拓片鏡古見獲原井　　圓二第

革
帯
に
ま
た
特
色
が
見
ら
れ
る
。
銘
文
は
其
の
大
き
い
方
の
破
片
に
初
の
部
分
「
漢
有
善
溢
出
丹
」
と
認
り
の
句
「
総
髭

（36）



日
月
分
」
と
を
存
し
、
ま
た
他
の
一
に
「
大
富
心
音
」
の
四
字
が
直
ゆ
る
。
前
者
に
っ
“
く
慮
の
も
の
、
陽
逼
迫
銀
錫
清

幽
明
云
々
で
あ
る
こ
と
は
ほ
や
明
で
、
全
文
三
十
六
宇
内
外
で
あ
っ
た
ら
う
と
推
測
せ
ら
れ
る
。
卸
ち
丹
陽
の
銅
を
以

て
鋳
造
し
た
漢
鏡
な
の
で
あ
る
。
三
原
穫
約
四
十
五
分
。

　
三
　
漢
鰍
精
四
帥
鏡
　
〔
第
こ
圓
の
②
〕

此
の
鏡
の
破
片
は
二
個
（
二
一
頁
裏
の
三
冠
二
四
頁
衷
右
の
二
）
あ
る
。
一
三
頁
の
裏
量
ゆ
る
同
式
鏡
片
の
拓
影
は
、
其
の
一
の
縁
の
重
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

で
あ
る
。
本
鏡
の
外
歴
を
飾
る
獣
帯
は
華
麗
な
特
徴
の
あ
る
も
め
、
故
富
岡
氏
所
藏
の
細
線
式
表
現
の
獣
帯
鏡
の
示
す

庭
か
ら
其
の
全
圖
檬
が
課
せ
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
内
優
は
彼
と
は
違
っ
た
所
謂
T
・
L
田
V
を
配
し
た
規
矩
四
馬
鏡
で
あ

っ
て
、
加
ふ
る
に
銘
帯
が
あ
り
、
．
遺
存
の
部
分
に
「
漢
有
善
」
「
明
左
」
の
宇
句
の
見
ゆ
る
黙
が
興
亡
を
加
へ
る
。
私
は
此
　
D

の
種
の
形
式
の
完
美
大
形
な
も
の
を
瑞
典
皇
幽
幽
の
牧
藏
品
の
う
ち
量
た
が
・
血
塗
瀬
糞
ハ
氏
所
命
の
一
解
0

ほ
や
同
じ
大
さ
を
し
て
み
て
、
銘
文
は

　
　
漢
有
善
銅
出
丹
陽
取
之
爲
鏡
清
如
明
左
龍

と
な
っ
て
あ
る
。
上
記
残
存
の
文
字
が
そ
の
う
ち
に
存
す
る
か
ら
、
本
鏡
ま
た
同
襟
な
銘
で
あ
っ
た
ら
う
。
但
し
銘
雑

と
内
厩
の
規
矩
と
の
關
係
並
に
字
間
の
工
合
等
か
ら
す
る
と
本
島
は
左
記
以
下
に
な
ほ
八
九
字
あ
っ
て
完
交
を
な
し
た

こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
複
原
痙
約
四
寸
入
分
。

　
四
草
葉
榛
文
大
山
四
淋
鏡

　
　
　
　
筑
晶
剛
…
國
門
井
一
軸
獲
見
鏡
片
の
学
才
　
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
⊥
丁
山
ハ
巷
　
　
第
一
二
號
　
　
　
一
一
一
七
し
て



　
　
　
　
筑
前
國
井
原
潮
見
鏡
片
の
複
僚
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
三
號
　
　
三
七
入

　
破
片
二
個
（
二
二
頁
裏
毛
一
二
四
頁
表
中
下
）
あ
っ
て
、
其
の
一
個
は
重
出
し
て
み
る
（
濫
姻
唄
表
Y
石
の
破
片
か
ら
翼
鏡
は
推
定
径
約
五
寸

の
方
格
規
矩
四
翠
黛
の
う
ち
、
外
記
に
導
電
唐
草
に
近
い
一
種
の
華
文
を
容
れ
、
ま
た
其
の
銘
帯
は
廣
い
幅
で
、
書
禮

・
剛堅鏡紳四山大文様葉草：見回原井　圖三第

　（大一分二）影拓鏡較比び図形

（38）

が
漢
隷
の
書
紋
な
も
の
な
の
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
此
の
銘
僻
の
破
片
に
遺
存
す
る
も
の
、
一
は
「
玉
央
（
英
）
飲
澄



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

泉
」
の
五
字
、
他
は
「
保
子
孫
」
の
三
字
に
過
ぎ
な
い
が
、
其
の
正
し
い
書
禮
を
い
ま
閣
束
臆
博
物
館
藏
す
る
一
鏡
其
他
に

比
較
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
全
文
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　

　
　
上
大
田
見
劔
人
っ
食
玉
央
歓
重
量
。
駕
交
龍
乗
淳
雲
。
官
官
秩
保
子
孫
。
貴
冨
昌
樂
未
央
。

で
あ
っ
た
の
を
想
定
し
得
ら
れ
る
Q
（
第
三
圖
墾
照
）

　
五
　
波
文
大
山
四
紳
鏡
（
推
定
）
　
〔
第
二
圖
の
㈹
〕

　
一
個
の
破
片
が
重
出
し
て
み
る
（
二
三
頁
衷
の
左
上
ご
四
頁
表
の
右
下
）
。
全
形
の
五
分
の
「
足
ら
す
で
は
あ
る
が
、
示
す
と
こ
ろ
【
・
段
高
い

外
旺
は
鋸
歯
文
帯
を
爾
側
に
俘
ふ
複
線
波
交
帯
で
飾
ら
れ
、
内
遍
で
は
規
矩
の
問
に
配
し
た
朱
鳥
機
の
雛
形
が
目
立
つ

暢
韓
轍
毯
の
銘
四
字
を
逡
存
し
て
そ
れ
が
並
剛
者
に
見
ゆ
る
と
、
う
か
善
膿
は
や
、
違
っ
て
み
る
働

　
六
　
新
S
字
様
華
文
四
紳
鏡
（
推
定
）
〔
第
二
圖
の
伺
〕

雀
弄
の
筆
墨
（
二
四
頁
表
左
上
）
寛
・
の
み
で
は
あ
・
が
、
　
ち
に
「
新
」
な
・
黒
字
を
逡
存
し
て
舞
鏡
な
の
を
推
定
し

得
る
瓢
に
興
味
が
あ
る
．
拓
影
で
は
外
匿
の
圖
襟
や
、
朦
糊
と
し
て
み
る
が
、
似
た
も
の
は
故
富
岡
願
所
藏
の
新
募
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

獣
鏡
等
に
見
え
て
同
式
な
の
を
思
は
し
め
る
。
但
し
銘
帯
に
遺
存
す
る
文
字
は
「
新
」
の
一
字
の
み
な
の
で
、
そ
れ
が
果

し
て
國
號
を
表
は
し
た
も
の
か
否
か
に
就
い
て
疑
を
挿
ま
れ
る
が
、
多
数
の
同
じ
式
の
鏡
銘
中
此
の
文
字
の
見
ゆ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

は
最
初
に
釣
る
場
合
の
み
で
あ
る
し
，
其
の
書
膿
ま
た
羅
先
王
の
『
古
鏡
圖
鋒
』
載
す
る
新
興
辟
雍
鏡
と
一
致
し
て
み
る

　
　
　
　
筑
一
二
餌
井
原
智
見
鏡
仏
η
の
〆
始
成
原
　
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
一
巻
　
　
第
一
ご
號
　
　
　
一
二
し
て
⊥
兀



　
　
　
　
筑
一
子
國
M
井
原
獲
ロ
兄
山
肱
斤
の
複
原
　

（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
第
十
山
ハ
巻
　
第
一
二
醗
　
　
　
r
三
八
○

の
で
轡
型
の
新
と
推
定
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
尤
も
銘
の
全
文
に
至
っ
て
は
從
來
知
ら
れ
た
数
種
中
の
劣
れ
で
あ
る

や
知
る
に
由
な
い
か
、
複
原
径
四
寸
六
七
分
の
此
の
鏡
に
於
い
て
、
字
間
の
隔
り
の
や
、
大
な
の
を
考
量
す
る
と
、
全

圖四三形原複四神四文雲倉見登原井

　　（大一分二）鏡較比び及

（40）

文
は
二
十
字
を
多
く
出
で
な
か
っ
た
も
の
で
、
或
は
右
の
故
富
岡
先
生
所
歳
の
一
期
の
如
き

　
　
新
有
善
同
出
丹
陽
和
銀
錫
清
且
明
　
云
々



の
楼
な
類
で
は
な
か
っ
た
か
を
想
像
せ
し
め
る
Q

　
七
　
流
雲
文
四
三
鏡

　
破
片
一
個
の
拓
影
（
二
四
頁
裏
左
下
）
か
ら
複
署
し
た
径
は
約
六
寸
で
、
上
來
の
も
の
比
し
て
大
き
く
、
縁
の
郷
雲
交
は
整
美
に
、

且
つ
鏡
く
鎗
出
さ
れ
て
あ
る
。
線
表
出
の
獣
形
の
一
部
を
の
こ
す
肘
逼
に
接
し
た
妻
帯
に
残
存
し
た
銘
は
「
武
官
陰
陽
」

の
四
国
で
、
そ
れ
は
此
の
種
の
鏡
銘
に
よ
く
見
る
句
な
が
．
ぢ
、
同
帯
の
幅
の
廣
さ
乃
至
書
膿
の
示
す
と
こ
ろ
故
富
岡
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
）

所
藏
の
新
忍
多
襟
華
交
四
紳
鏡
に
符
節
を
合
す
が
如
く
、
そ
れ
か
ら
全
課
が
次
の
如
く
で
、
や
は
り
王
葬
鏡
で
あ
っ
た

乏
推
測
さ
れ
る
の
が
面
臼
い
。
（
第
四
圖
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
お

　
　
新
有
善
鋼
出
丹
陽
和
以
銀
錫
清
且
明
左
龍
右
虎
掌
幽
艶
朱
墨
立
武
順
陰
陽

　
入
　
怨
多
模
華
交
四
紳
鏡
　
〔
第
五
圖
の
の
②
〕

　
二
面
分
あ
る
。
二
者
共
に
拓
影
が
重
出
し
て
み
る
。
其
の
外
記
は
前
項
に
濃
い
π
富
岡
氏
の
新
忍
冬
様
華
文
四
紳
鏡

に
見
る
特
色
の
あ
る
も
の
。
但
し
一
方
の
全
形
の
孚
ば
を
存
し
た
破
片
（
二
一
頁
表
の
右
と
ニ
ニ
頁
麦
の
右
乏
に
重
欝
）
は
墨
黒
に
鋸
婁
精
を
件

ふ
て
、
形
の
や
、
形
式
化
し
た
類
で
あ
り
、
他
（
二
二
頁
裏
の
左
中
と
こ
四
頁
護
の
右
下
と
に
重
寓
）
は
鞠
側
の
み
に
そ
れ
を
存
す
る
式
に
古
し
て
み

る
。
前
者
は
鉦
を
黙
る
方
形
格
内
に
は
線
刻
の
盤
龍
が
表
は
さ
れ
、
ま
元
内
樋
の
規
矩
形
間
の
避
難
圖
は
大
形
で
、
玄

武
並
に
青
龍
が
よ
く
鋳
出
さ
れ
て
み
る
（
複
原
径
約
五
寸
）
。
後
者
は
外
帯
が
早
引
の
王
蒜
鏡
に
極
め
て
酷
似
す
る
の
外

に
、
前
者
の
銘
帯
を
敏
く
の
に
謝
し
て
、
外
側
に
細
か
な
斜
行
櫛
歯
交
を
俘
ふ
幅
廣
い
帯
を
持
っ
て
、
い
ま
う
ち
に
銘

　
　
　
　
筑
蔦
附
圃
一
井
原
獲
見
隙
跳
片
の
串
原
　

（
梅
原
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
十
八
ハ
巷
　
轄
怨
二
號
　
　
　
三
入
一

（41）



　
　
　
　
筑
並
削
回
乱
汗
原
雪
見
鏡
肱
斤
の
上
原
　

（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
田
巻
　

第
一
二
號
　
　
　
三
八
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

の
畳
句
に
當
る
「
雄
心
」
な
る
二
字
の
見
ゆ
る
鮎
で
小
片
乍
ら
興
味
を
惹
く
遺
品
で
あ
る
。
図
引
樫
四
寸
七
分
。

　
九
　
S
字
機
華
文
帯
鏡
〔
第
五
圖
の
㈲
〕

　
　
　
第
五
圓
　
井
原
護
見
古
鏡
片
復
原
形
　
（
約
二
分
一
大
）

熱、麟巖
甑

　
　
　
滋

（42）

　
破
片
三
個
（
二
三
頁
表
の
左
中
、
同
頁
裏
の
右
下
、
同
左
下
）
を
数
へ
て
、
外
縁
部
の
ほ
や
牢
を
存
し
て
み
る
が
、
是
等
の
破
片
は
鋪
が
多
か
っ
た
と

見
え
て
拓
影
が
軌
れ
も
鮮
明
を
重
き
、
ほ
い
誤
り
の
な
い
鮎
は
其
の
外
位
を
飾
る
文
様
の
、
富
岡
馬
所
引
の
新
興
辟
雍



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

鏡
と
ほ
や
同
じ
い
S
和
様
連
績
華
文
か
ら
成
る
こ
と
の
み
で
、

の
を
遺
憾
に
思
ふ
。
（
推
定
径
約
五
寸
）

　
一
〇
　
流
雲
文
四
紳
鏡
　
〔
第
六
圖
の
②
㈲
〕

、

其
の
産
直
に
容
れ
た
銘
文
の
如
き
一
字
も
讃
み
得
な
い

影響片鏡古見糞原井

　　（大一分二）

圖六第

（4））

　
二
面
。
　
…
は
二
一
頁
裏
の
中
に
拓
影
を
示
す
大
形
品
で
、
推
定
径
約
五
寸
入
分
あ
り
、
外
匿
を
飾
る
流
雷
文
は
整
齊

雄
勤
な
貼
で
標
式
的
と
云
ひ
得
る
も
め
。
但
し
前
例
と
同
じ
く
鋪
が
多
い
爲
か
拓
本
で
は
銘
文
を
明
に
な
し
難
く
、
從

　
　
　
　
三
一
削
國
井
原
幾
見
識
脆
月
の
茅
原
　
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
八
口
　
第
三
號
　
　
　
三
入
三



　
　
　
　
筑
二
三
隔
國
井
原
器
見
鏡
面
の
砺
扱
原
　
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
纂
十
山
ハ
巷
　
　
第
三
號
　
　
　
三
入
四
桝

っ
て
其
の
形
式
を
決
定
し
得
な
い
。
其
の
二
は
二
三
頁
の
右
下
の
破
片
で
あ
っ
て
、
こ
の
方
の
流
単
文
帯
は
幅
が
狡
く

且
つ
や
、
便
化
し
淀
形
を
し
て
居
り
、
ま
た
銘
帯
を
導
い
た
馬
繋
鏡
で
あ
る
。
複
原
痙
約
四
寸
八
分
。

　
一
一
　
草
葉
交
精
方
格
規
矩
四
帥
鏡

破
衣
個
（
一
＝
頁
表
の
左
、
二
四
頁
表
の
中
上
）
叢
叢
形
の
三
劣
一
を
見
・
・
と
奮
來
・
。
外
庭
三
）
嬉
げ
空
蝉
に
饗

特
色
の
あ
る
華
墨
を
以
て
飾
っ
て
、
而
も
形
の
整
っ
た
も
の
、
向
き
も
違
っ
て
み
る
。
内
逼
の
方
格
規
矩
の
間
に
配
し

た
圖
形
は
地
龍
か
ら
脱
化
し
た
と
畳
し
い
旋
縛
の
妙
を
馨
し
て
る
る
渦
文
か
ら
成
っ
て
、
流
麗
の
う
ち
に
古
調
を
傳
へ

出
　
土
鏡
中
の
珍
ら
し
い
圖
形
な
の
は
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。
但
し
銘
帯
は
な
い
。
複
農
圃
約
四
寸
八
分
（
第
五
圖
の
㈹
　
り

墾
照
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

　
一
二
　
華
様
交
帯
規
矩
鏡
　
〔
第
六
圖
の
ω
〕

　
縁
部
の
破
片
二
個
を
存
し
て
み
る
。
　
一
は
二
四
頁
裏
左
の
喰
ひ
違
ひ
を
生
じ
た
捉
影
の
一
片
で
、
他
は
誤
っ
て
別
の

鏡
片
に
添
へ
て
手
拓
し
た
二
一
頁
の
下
の
そ
れ
で
あ
る
。
共
に
破
片
が
小
さ
く
緩
か
に
内
旺
の
圖
様
と
し
て
は
規
矩
文

形
の
｝
を
見
得
る
の
み
で
あ
り
、
銘
帯
ま
た
存
し
な
い
が
、
　
一
段
高
い
外
匿
を
飾
る
と
こ
ろ
の
文
様
は
S
字
形
渦
交
か

ら
登
達
し
た
と
思
は
れ
る
大
形
の
草
聖
華
文
で
、
そ
れ
に
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
複
原
痙
約
四
寸
四
分
。

　
＝
二
　
波
丈
帯
四
聯
鏡
　
〔
第
六
圃
の
㈲
1
㈲
〕

　
破
片
三
片
（
二
三
頁
変
の
下
、
二
四
頁
衷
の
左
下
及
び
同
護
の
右
上
）
で
、
共
に
外
事
に
波
紋
を
配
し
た
規
矩
鏡
の
類
と
考
へ
ら
れ
、
憐
れ
も
銘
帯
な
く



大
さ
ま
た
ほ
い
似
た
も
の
な
が
ら
、
右
の
薬
室
に
互
に
小
異
を
存
し
て
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
裏
片
と
認
め
ら
れ
る

中
で
二
三
頁
に
載
せ
π
拓
影
の
一
は
、
内
議
に
容
れ
た
規
矩
形
が
所
謂
T
字
形
の
み
で
、
四
紳
形
の
大
．
き
い
も
の
な
の

が
論
」
察
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
（
二
）
の
四
紳
鏡
の
内
歴
に
似
て
み
る
Q
北
原
仁
徳
四
寸
，
；
分
。

　
一
四
　
菱
形
交
帯
四
紳
鏡

　
一
個
の
破
片
（
二
三
頁
裏
の
左
上
）
か
ら
其
の
存
在
を
認
め
得
る
。
一
審
原
書
約
四
寸
六
分
置
っ
て
、
外
遜
は
諺
文
夏
帯
の
間
に
一

種
の
菱
形
様
の
細
か
な
連
丁
重
を
容
れ
た
も
の
、
毛
帯
が
な
い
の
で
内
面
は
割
合
に
大
き
く
見
え
、
そ
れ
を
繁
る
斜
行

櫛
歯
文
帯
や
、
L
V
等
の
規
矩
形
の
引
き
立
っ
て
み
る
類
で
あ
る
。
（
第
六
圖
の
の
墾
照
）

　
〔
註
）
　
（
｝
）
　
『
考
古
學
灘
誌
』
第
八
谷
第
九
號
ニ
ニ
・
二
三
頁
滲
照
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
（
ご
）
　
『
古
鏡
の
研
究
』
圖
版
第
九
の
一
及
『
桃
華
盆
古
鏡
三
二
』
圖
版
第
ご
三
の
下
所
載

　
　
　
　
（
三
）
　
廣
瀬
都
巽
氏
編
『
漢
鏡
選
集
』
岡
版
第
九
の
膚
所
載
鏡

　
　
　
　
（
四
）
此
の
種
の
鏡
ば
類
例
の
多
い
も
の
で
『
金
匠
』
の
如
き
二
例
た
載
ぜ
、
習
物
で
ぼ
導
束
総
博
物
館
曳
縄
晶
の
外
奈
良
關
信
太
郎
茂
の
藏
鏡
が

　
　
　
　
　
　
大
形
で
あ
り
、
特
に
鋳
上
り
の
す
つ
埋
り
と
し
六
も
の
と
し
て
見
る
可
く
（
『
桃
陰
慮
和
漢
古
鑑
岡
録
』
圃
隠
笠
十
四
所
感
）
、
碍
土
地
の
明
確

　
　
　
　
　
　
な
も
の
に
は
朝
鮮
樂
浪
郡
時
代
の
遺
跡
た
る
挙
安
墾
道
大
同
郡
大
同
江
斯
の
発
見
品
が
あ
る
（
『
驚
異
の
研
究
』
褻
照
）
但
し
是
等
ぽ
執
れ
も
外

　
　
　
　
　
　
涯
は
流
雲
丈
で
あ
ろ
か
ら
、
本
鏡
の
草
華
様
丈
の
外
気
な
の
に
珍
ら
し
く
思
に
れ
る
。

　
　
　
　
（
五
）
　
欽
濫
泉
な
ろ
句
題
含
む
鏡
匡
方
里
規
矩
四
明
鏡
の
う
ち
作
佳
覚
哉
な
る
句
で
に
じ
ま
る
滑
　
品
に
も
見
受
け
ろ
。
例
へ
ば
『
金
港
』
巻
六
に
載

　
　
　
　
　
　
ぜ
糞
仙
人
不
老
佳
鏡
の
如
き
そ
れ
で
あ
ろ
。
本
破
片
の
銘
寧
の
醗
に
寧
ろ
焦
ハ
の
方
に
似
て
み
ろ
か
ら
、
或
は
か
」
る
類
か
と
も
考
へ
た
が
然

　
　
　
　
　
筑
晶
樹
…
隅
弾
．
原
獲
見
鏡
片
の
複
原
　
　
（
梅
療
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
「
十
晶
ハ
巻
　

第
三
號
　
　
　
三
入
｝
血



　
　
　
　
　
筑
臨
樹
隙
閏
井
原
獲
見
鏡
孤
丹
の
複
原
　
　
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
賊
巻
　
　
第
［
三
賀
　
　
　
三
八
山
ハ

　
　
　
　
　
し
右
の
鏡
で
に
次
の
句
が
飢
食
甕
と
な
っ
て
み
て
、
駕
交
龍
で
は
な
く
、
他
の
例
ま
力
同
様
な
の
で
、
や
は
り
銘
丈
か
ら
大
山
鏡
と
推
定
t

　
　
　
　
　
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
山
ハ
）
　
『
桃
華
心
盗
古
鏡
細
阿
錐
』
㎜
圃
版
第
二
一
二
所
畑
凋
の
華
丈
鳥
獣
鏡

　
　
　
　
（
七
）
　
『
古
鏡
翻
録
』
巻
中
第
六
枚
屋
の
裏
に
載
す
る
も
の

　
　
　
　
（
入
）
『
桃
華
盆
古
鏡
圃
錐
』
落
話
第
一
二
華
丈
四
憩
鏡
塗
照
Q
既
の
鏡
の
外
庭
ば
（
四
）
の
大
山
鏡
の
破
片
の
そ
れ
と
全
然
岡
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
九
）
　
『
古
鏡
の
研
究
』
土
版
第
四
一
の
「
腓
璃
。
同
書
に
依
る
と
上
海
の
張
釣
衡
氏
の
二
心
品
な
り
と
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
四

　
以
上
略
記
し
た
慮
に
し
て
大
き
な
誤
謬
が
な
い
と
す
る
と
、
二
十
七
片
の
示
す
十
八
面
な
る
鏡
の
各
の
形
式
は
ほ
や

想
定
が
毘
來
た
わ
け
で
あ
る
Q
さ
て
其
の
「
々
の
示
す
形
式
を
顧
み
る
と
、
そ
れ
等
は
謬
れ
も
方
格
規
矩
四
融
鏡
の
系

統
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
の
異
っ
た
形
式
を
も
存
し
な
い
の
が
目
立
っ
。
從
っ
て
其
の
黙
で
は
故
富
岡
先
生
の

記
述
以
來
井
原
出
土
鏡
の
持
つ
特
徴
を
同
式
に
あ
り
と
し
だ
在
來
の
見
解
に
野
し
て
は
何
等
改
訂
を
加
ふ
べ
き
も
の
が

な
い
。
而
し
て
そ
れ
が
鉦
で
二
十
一
を
数
へ
た
破
片
か
ら
心
入
面
ま
で
略
ぽ
形
式
を
推
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の

特
徴
は
今
や
確
實
な
も
の
と
し
て
、
よ
し
將
來
新
資
料
が
出
よ
う
と
も
大
き
な
狂
な
ど
の
生
す
る
着
地
の
少
な
い
も
の

と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
さ
り
乍
ら
一
々
の
持
つ
細
部
の
特
質
に
至
っ
て
は
十
八
面
の
う
ち
殆
ん
ど
同
一
の
式
を
見
る

な
く
、
其
の
各
が
違
っ
た
銘
二
巴
至
文
標
帯
か
ら
成
っ
て
み
て
、
通
じ
て
表
は
れ
た
と
こ
ろ
、
現
在
知
ら
れ
た
方
格
規

矩
鏡
の
有
す
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
宇
ぱ
以
上
を
占
む
る
と
云
ふ
こ
と
の
出
來
る
の
は
、
新
に
明
に
せ
ら
れ
た
事
實
と

（46）



し
て
、
そ
れ
が
愈
々
の
遽
品
乃
至
遺
蹟
の
年
代
の
親
察
の
上
に
考
量
を
新
に
す
る
の
要
を
敏
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
故
富

岡
先
生
の
研
究
で
は
此
の
井
原
出
土
鏡
は
黍
言
之
始
の
銘
あ
る
第
一
の
遺
晶
等
か
ら
し
て
大
命
王
藩
前
後
の
も
の
と
な

っ
て
み
る
。
こ
の
見
解
は
方
格
規
矩
鏡
郎
ち
T
・
1
．
‘
V
鏡
が
や
、
も
す
れ
ば
王
蒜
鏡
の
同
意
語
に
用
ひ
ら
れ
る
傾
向
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

強
い
我
が
學
界
に
問
題
な
く
受
け
容
れ
ら
れ
て
み
る
が
、
既
に
繰
返
し
て
私
の
論
無
し
た
如
く
、
も
と
方
格
規
矩
四
謝

々
は
軍
に
王
葬
時
代
の
み
な
ら
す
、
漢
の
爾
方
官
戸
の
作
鏡
に
多
い
形
式
と
し
て
後
漢
は
固
よ
り
の
こ
と
三
國
代
に
も

な
ほ
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
か
く
種
々
の
形
式
を
含
む
と
な
る
と
、
先
づ
其
の
一
々
の
年
代
に
就
い
て
放

へ
を
新
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
井
原
出
土
品
の
全
膿
の
よ
り
確
か
な
年
代
槻
を
導
き
出
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
多
言
す
る
ま

で
も
な
か
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

砦
黙
か
ら
其
の
銘
の
護
の
馨
に
近
く
・
弄
再
見
ゆ
る
と
こ
ろ
三
致
す
る
と
　
｝
銀
製
歴
言
讐
つ
ぐ
σ

（
二
）
以
下
に
暴
げ
た
数
面
の
鏡
面
に
於
い
て
（
二
）
（
三
）
は
共
に
「
漢
有
善
銅
」
の
銘
を
有
し
て
漢
代
に
有
名
な
丹
陽
の
銅

で
作
ら
れ
た
も
の
な
の
を
如
實
に
示
し
て
み
る
こ
と
先
づ
淫
意
に
上
る
が
、
（
四
）
（
五
）
ま
た
上
大
山
見
神
人
な
る
整
齊

な
る
漢
腺
の
銘
を
持
つ
た
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
、
同
じ
式
の
鏡
は
朝
鮮
李
安
南
撹
大
同
郡
に
於
け
る
漢
の
樂
浪
の
一
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

墳
か
ら
前
漢
、
永
光
三
年
の
銘
あ
る
銅
鍾
と
伶
出
し
て
年
代
考
定
の
擦
所
を
示
し
て
み
る
も
の
。
從
っ
て
是
等
の
形
式
の

示
現
す
る
と
こ
ろ
方
格
規
矩
鏡
の
最
盛
期
の
作
品
な
の
を
考
へ
得
る
も
の
が
あ
る
Q
と
こ
ろ
が
其
の
（
六
）
（
七
）
の
二
例

に
至
っ
て
は
更
蕉
問
題
の
王
藩
に
錆
造
年
代
を
局
限
し
得
べ
き
銘
を
有
す
る
類
と
推
測
せ
ら
れ
て
興
味
を
加
へ
、
（
入
）

　
　
　
　
筑
晶
剛
旧
幽
井
原
嚇
彼
n
兄
鏡
片
の
野
原
同
（
梅
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
回
巻
　

第
三
號
　
　
　
三
入
・
七



　
　
　
　
筑
前
國
井
原
獲
見
鏡
玲
の
留
原
　
（
梅
顔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
三
號
　
　
三
入
興

及
び
（
九
）
の
一
ま
た
王
葬
鏡
の
う
ち
に
見
る
と
同
じ
い
外
藩
を
有
す
る
黙
か
ら
時
代
の
近
似
を
察
せ
し
め
る
し
、
（
一

一）

ﾌ
う
ち
の
一
面
は
、
其
の
内
匹
の
誓
文
の
総
懸
に
時
代
の
或
は
前
漢
に
遡
る
べ
き
を
思
は
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
か

、
る
黙
か
ら
す
る
と
井
原
渋
土
鏡
を
以
て
王
葬
前
後
に
比
定
し
た
上
記
の
見
解
は
誤
り
が
な
か
っ
た
と
云
ひ
得
よ
う
。

た
や
（
一
〇
）
に
記
し
た
一
面
の
鏡
の
肥
馬
を
飾
っ
た
流
雲
文
が
繊
巧
を
加
へ
て
る
る
の
は
（
入
）
の
一
面
の
怨
冬
機
華
文

の
形
式
化
と
共
に
、
同
式
中
で
相
甥
的
年
代
の
下
る
べ
き
を
想
察
せ
し
め
る
も
の
、
な
ほ
（
一
二
）
の
如
き
外
髄
の
S
甲

形
渦
文
の
大
形
便
化
系
と
も
認
む
べ
き
類
を
含
む
に
於
い
て
、
是
等
の
實
年
代
を
す
べ
て
前
馬
と
同
一
に
見
る
こ
と
は

や
、
困
難
か
と
思
は
れ
る
Q
石
結
局
後
漢
に
属
す
る
若
干
の
作
昂
を
含
む
も
の
と
す
る
の
が
新
資
料
か
ら
す
る
井
原
出

土
鏡
を
通
じ
て
の
年
代
観
と
し
て
隙
當
な
も
の
と
し
ょ
う
。

　
之
を
要
す
る
に
新
資
料
の
示
す
餅
結
は
、
青
柳
種
信
が
、
其
の
定
本
を
作
る
に
當
っ
て
、
初
稿
本
の
多
数
の
隻
影
の

う
ち
か
ら
特
徴
あ
る
鏡
片
を
撰
び
得
た
が
爲
に
、
一
見
從
來
の
説
に
多
く
加
ふ
る
な
き
に
似
た
も
の
と
な
っ
た
が
、
而

も
そ
の
考
察
に
依
っ
て
私
の
念
じ
た
井
原
揖
土
鏡
の
性
質
が
頗
る
明
確
の
度
を
加
へ
た
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
の
で

あ
っ
て
、
其
の
如
上
の
年
代
掘
に
早
し
て
よ
し
や
疑
を
挿
む
の
論
者
あ
り
と
す
る
も
、
う
ち
に
（
六
）
（
七
）
の
如
き
推
定

馬
蝉
鏡
の
存
在
は
是
等
を
重
し
た
遺
跡
の
年
代
の
上
限
の
早
く
も
西
紀
第
一
世
紀
の
初
頭
を
遡
り
得
な
い
こ
と
を
確
定

す
る
も
の
と
し
て
、
同
遺
跡
が
學
界
に
於
け
る
研
究
予
州
の
一
と
な
っ
て
み
る
甕
棺
遺
跡
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
多
く

の
人
士
の
注
意
を
惹
く
こ
と
、
信
ず
る
。
然
ら
ば
こ
の
さ
、
や
か
な
破
鏡
の
複
原
考
察
も
、
私
一
己
の
興
味
か
ら
欝
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畦

（・圭8）



し
た
と
は
云
へ
、
ま
た
研
究
者
に
若
干
の
寄
輿
を
な
す
で
あ
ら
う
か
。
　
（
昭
和
六
年
越
二
七
日
稿
）

　
〔
註
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）
　
「
所
謂
王
葬
鏡
に
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て
の
疑
問
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（
『
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古
學
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十
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第
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）
及
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際
及
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第
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號
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丈
滲
昭
∵
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筑
萌
國
非
原
獲
見
鏡
片
の
複
原
　
（
梅
原
）

第
よ
丁
山
ハ
巷
　

第
三
號
　
　
　
三
入
・
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